
『
論
考
』

　
古
代
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
叙
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
序
説

　
　
－
『
史
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
田
　
　
　
　
尚

　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
古
代
の
史
書
の
『
記
』
・
『
紀
』
を
読
め
ば
す
ぐ
に
気
づ
く

こ
と
だ
が
、
酷
似
し
た
テ
ー
マ
の
物
語
が
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
神
武
記
紀
に
は
い
わ
ゆ
る
「
神
武
東
征
」
物
語

か
お
る
。
こ
の
物
語
は
周
知
の
よ
う
に
、
日
向
を
発
し
た
神
武
ら

は
、
瀬
戸
内
海
を
東
進
し
て
大
阪
地
域
に
上
陸
、
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ

と
戦
う
。
兄
の
イ
ツ
セ
は
負
陽
し
、
神
武
ら
は
南
へ
迂
回
し
て
熊

野
に
上
陸
し
、
北
へ
向
か
っ
て
山
中
を
進
軍
し
、
ヤ
マ
ト
ヘ
人
っ

て
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
を
服
属
さ
せ
る
。
瀬
戸
内
海
を
東
進
し
て
大
阪

地
域
に
上
陸
し
、
敵
対
者
と
戦
っ
て
苦
戦
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
、
神
功
記
紀
の
応
神
が
カ
ゴ
サ
カ
と
オ
シ
ク
マ
の
反
乱
を
平
定

し
た
物
語
と
酷
似
す
る
。

　
記
・
紀
に
お
い
て
は
物
語
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
工
者
た
ち
の
人
名
も
ま
た
、
意
味
上
で
の
根
源
的
な
一
致
と

い
う
形
で
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
例
で
い
え
ば
、
神
武

の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
い
う
名
は
、
ヒ
コ
（
彦
）
十
ホ
（
稲
穂
と
火
）

＋
デ
（
出
る
）
十
ミ
（
霊
）
で
あ
り
、
「
稲
穂
と
火
の
霊
」
で
あ
る
。

応
神
の
ホ
ム
タ
ワ
ケ
は
、
ホ
（
稲
穂
と
火
）
十
ム
タ
（
共
に
・
一
絡

に
）
十
ワ
ケ
（
人
名
圈
識
）
で
あ
り
、
「
稲
穂
と
火
と
一
緒
の
ヒ

ト
」
と
い
う
名
で
あ
る
。
神
武
の
名
石
応
神
の
名
石
「
『
ホ
』
の

ミ
コ
」
で
あ
り
、
同
一
名
で
あ
る
。

　
記
・
紀
に
お
け
る
物
語
の
分
有
、
た
と
え
ば
記
に
お
け
る
垂
仁

と
そ
の
皇
子
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
（
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
）
の
フ
タ
マ
タ
フ
ネ

で
の
船
遊
び
は
、
紀
に
お
け
る
履
中
と
そ
の
后
妃
の
フ
タ
マ
タ
フ

ネ
で
の
船
遊
び
と
し
て
同
一
で
あ
る
。
一
つ
の
物
語
が
記
で
は
ホ

ム
チ
ワ
ケ
の
物
語
と
し
て
、
紀
で
は
履
中
の
物
語
と
し
て
配
さ
れ

て
い
る
。
一
物
語
小
記
と
紀
に
分
有
さ
れ
て
い
る
関
係
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
前
者
が
ホ
ム
チ
ワ
ケ
つ
ま
り
ホ
十
ム
チ
（
親
し
い
役
人
）

十
ワ
ケ
、
ホ
十
ム
ツ
（
睦
ま
じ
い
）
十
ワ
ケ
で
、
「
『
ホ
』
と
仲
の

よ
い
ヒ
ト
」
で
あ
り
、
後
者
の
履
中
が
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
つ
ま
り
イ
ザ
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（
誘
う
）
十
ホ
十
ワ
ケ
で
、
「
『
ホ
』
に
誘
う
ヒ
ト
」
な
の
で
あ
り
、

「
『
ホ
』
の
ミ
コ
」
と
い
う
同
一
名
な
の
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
上

記
の
神
武
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
・
応
神
ホ
ム
タ
ワ
ケ
の
名
と
根
源
的
に

一
致
す
る
「
『
ホ
』
の
ミ
コ
」
な
の
で
あ
る
。

　
記
・
紀
に
お
け
る
物
語
の
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返
し
、
物
語
の
分

有
、
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
王
者
名
が
「
『
ホ
』
の
ミ
コ
」
に
収
斂

す
る
こ
と
は
、
記
・
紀
が
一
人
の
「
『
ホ
』
の
ミ
コ
」
の
物
語
か

ら
、
種
々
に
変
形
を
加
え
て
王
者
た
ち
の
物
語
と
人
名
を
作
り
上

げ
、
そ
れ
を
骨
恪
と
し
て
「
『
日
本
』
の
歴
史
」
を
叙
述
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
概
略
を
示
し
た
仮
説
に
つ
い
て
筆
者
は
、
九
二
年
に

『
記
紀
の
工
者
像
』
（
松
頴
社
）
と
し
て
公
刊
し
た
が
、
現
往
に
い

た
る
ま
で
ま
っ
た
く
反
応
を
得
な
い
で
い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は

仕
方
が
な
い
こ
と
と
し
て
、
同
書
を
ま
と
め
て
い
る
と
き
に
気
に

な
り
な
が
ら
放
置
し
た
問
題
の
一
つ
に
、
史
記
を
け
じ
め
と
す
る

古
代
の
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
書
に
も
、
や
は
り
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返

し
が
み
ら
れ
る
問
題
か
お
る
。

　
中
国
古
代
史
に
つ
い
て
専
門
外
の
立
場
か
ら
論
及
す
る
の
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
か
つ
以
下
に
述
べ
る
こ
と
な
ど
は
す
で
に
数

多
く
の
関
係
論
考
か
お
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
が
、
『
史
記
』
を
手

が
か
り
に
筆
者
が
古
代
中
国
の
歴
史
記
述
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
一
　
宮
崎
市
定
氏
に
よ
る
『
史
記
』
の
説
話
の
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
の
指
摘

　
『
史
記
』
の
築
王
、
討
工
、
幽
工
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
配

さ
れ
た
女
性
と
の
説
話
が
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
宮
崎
市
定
氏
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
し
長

く
な
る
が
宮
崎
氏
の
指
摘
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
普
通
に
中
国
の
歴
史
事
実
の
確
実
な
と
こ
ろ
は
、
殷
周
革
命

　
ま
で
遡
り
得
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
占
伝
に
よ
牡
は

　
殷
は
そ
の
祖
先
１
　
王
か
ら
数
え
て
二
十
八
代
日
に
紺
玉
が
現
わ

　
れ
、
坦
己
を
寵
愛
し
て
政
治
が
斎
れ
た
。
折
し
も
西
方
に
周
が

　
起
る
が
、
そ
の
先
祖
は
山
間
か
ら
南
下
し
、
澗
水
の
平
野
に
住

　
居
を
定
め
て
都
市
国
家
を
建
て
、
文
玉
の
時
に
強
大
と
な
り
、

　
そ
の
千
武
王
は
近
隣
の
異
民
族
を
狩
り
集
め
て
殷
を
攻
め
、
そ

　
の
都
河
南
省
の
商
邑
を
陥
れ
て
討
工
を
殺
し
た
。
武
王
は
併
し

　
本
拠
の
訣
西
省
に
帰
り
縞
京
の
部
を
守
り
、
十
二
代
の
幽
王
が

　
滅
び
る
ま
で
続
き
、
こ
れ
を
西
周
と
称
し
た
。
武
子
の
子
成
王

　
の
時
、
叔
父
の
周
公
は
洛
邑
を
築
い
て
別
都
と
し
、
東
方
の
諸

　
侯
を
監
視
す
る
探
題
と
し
た
が
、
幽
エ
エ
の
滅
亡
に
際
し
、
そ
の

　
千
の
平
王
が
逃
れ
て
此
処
に
都
し
、
以
後
を
東
周
と
呼
ぶ
。

↓O－
-



　
さ
て
こ
の
付
圧
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
す
る
説
話
が
そ
の

前
に
も
、
そ
の
後
に
も
存
在
す
る
。
前
の
も
の
は
夏
の
禁
圧
の

物
語
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
梨
王
は
末
喜
を
溺
愛
し
た
為
に
国
が

乱
れ
て
殷
の
湯
工
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
後
の
も
の
は

周
の
幽
工
の
物
語
で
、
こ
れ
は
幽
工
が
褒
似
を
寵
愛
し
、
そ
の

言
に
従
っ
た
た
め
人
心
を
失
い
、
異
民
族
の
侵
入
を
蒙
っ
て
滅

亡
し
た
と
言
う
。
こ
の
三
者
は
同
一
の
根
源
か
ら
生
じ
た
に
違

い
な
く
、
そ
ん
な
ら
何
れ
が
本
歌
で
あ
る
か
と
言
う
に
、
こ
の

よ
う
な
場
合
は
最
も
近
い
時
代
の
も
の
が
本
で
あ
り
、
そ
れ
が

次
々
に
古
い
時
代
に
反
映
さ
せ
ら
れ
て
、
幾
つ
も
の
替
歌
が
出

来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
こ
の
場
合
、
幽
圧
説
話
が
最

初
の
も
の
で
あ
り
、
付
王
説
話
は
第
一
一
次
の
反
映
伝
説
、
禁
工

説
話
は
第
三
次
の
反
映
伝
説
で
あ
る
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

は
単
に
小
説
的
な
部
分
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
史
実
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
英
雄
の
伝
記
の
部
分
に
亙
っ
て
も
反
映
か
お
る
に
違

い
な
い
の
で
あ
る
。

　
付
工
説
話
と
幽
工
説
話
を
比
較
す
る
と
、
幽
工
説
話
の
方
が

ず
っ
と
現
実
味
が
あ
る
。
第
一
に
幽
工
以
後
の
歴
史
は
す
ぐ
後

に
春
秋
時
代
が
続
き
、
後
世
の
歴
史
と
連
帯
性
か
お
る
。
と
こ

ろ
が
付
工
説
話
は
そ
れ
か
ら
後
、
周
の
幽
工
の
頃
ま
で
の
開
に

大
き
な
断
絶
か
お
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
部
分
だ
け
が
例
外

　
的
に
は
っ
き
り
と
し
た
影
像
と
な
っ
て
、
そ
れ
が
遠
い
過
去
の

　
星
雲
の
中
に
浮
び
上
っ
て
い
る
の
は
、
何
と
し
て
も
不
自
然
で

　
あ
る
。
尤
も
幽
王
の
す
ぐ
前
に
宣
王
の
物
語
か
お
る
が
、
こ
れ

　
も
よ
く
観
察
す
る
と
、
実
は
孤
立
し
た
説
話
で
、
前
に
も
後
に

　
も
う
ま
く
接
続
し
な
い
。

　
宮
崎
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
夏
の
梨
王
と
末
喜
の
物
語
、
殷
の
討

工
と
姐
己
の
物
語
、
周
の
幽
工
と
褒
似
の
物
語
は
繰
り
返
し
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
宮
崎
説
で
は
、
幽
工
と
褒
似
と
の
物
語
が

最
初
に
作
ら
れ
、
つ
い
で
そ
れ
が
討
王
に
投
影
さ
れ
て
坦
己
と
の

物
語
と
な
り
、
さ
ら
に
築
工
に
投
影
さ
れ
て
末
喜
と
の
物
語
と

な
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
つ
い
て
、
順
次
確
認
し
て

い
く
こ
と
と
し
、
ま
ず
梨
王
と
末
喜
の
場
合
か
ら
は
じ
め
た
い
。

二
　
本
紀
の
築
王
と
末
喜

　
「
梨
」
は
『
史
記
』
の
夏
本
紀
の
本
文
に
は
、
次
の
一
条
に
し

か
み
え
な
い
。

巾
　
『
史
記
』
巻
二
・
夏
本
紀

　
　
孔
甲
崩
、
子
帝
皐
立
。
帝
皐
崩
、
子
帝
発
立
。
帝
発
崩
、
子

　
　
帝
履
突
立
、
是
為
築
。
帝
梨
之
時
、
自
孔
甲
以
東
而
諸
侯
多

　
　
畔
夏
、
梨
不
務
徳
而
武
傷
百
姓
、
百
姓
弗
堪
。
酒
召
湯
而
囚
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之
夏
台
、
已
而
釈
之
。
湯
修
徳
、
諸
侯
皆
帰
湯
、
湯
遂
率
兵

　
　
以
伐
夏
梨
。
梨
走
梅
条
、
遂
放
而
死
。
梁
謂
人
日
、
「
吾
悔

　
　
不
遂
殺
湯
於
夏
合
、
使
至
此
。
」
湯
乃
践
天
子
位
、
代
夏
朝

　
　
天
下
。

　
ま
ず
指
摘
で
き
る
点
は
、
こ
こ
に
は
末
喜
の
名
は
出
て
こ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
大
意
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
第
一
四
代
の
夏
玉
の
」
孔
甲
が
死
去
し
、
そ
の
子
の
皐
（
こ

う
）
が
即
位
し
、
皐
が
死
去
し
て
子
の
発
が
即
位
し
、
発
が
死
去

し
て
子
の
履
突
が
即
位
し
た
。
〔
こ
の
第
一
七
代
に
あ
た
る
〕
　
履

突
が
「
梨
」
で
あ
る
。
帝
築
の
代
に
な
っ
て
も
、
孔
甲
の
時
以
来
、

諸
侯
の
多
く
が
夏
氏
の
皇
帝
に
背
く
状
態
で
あ
っ
た
の
に
、
梨
玉

は
徳
を
修
め
る
こ
と
に
務
め
ず
に
、
百
官
を
武
力
で
傷
め
っ
け
た

の
で
、
百
官
は
堪
え
き
れ
な
か
っ
た
。
〔
築
玉
は
〕
諸
侯
の
一
人

の
湯
Ｉ
う
）
玉
を
召
し
て
、
夏
合
〔
と
い
う
獄
〕
に
入
れ
な
が

ら
、
し
ば
ら
く
し
て
湯
王
を
釈
放
し
た
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

湯
王
は
徳
を
修
め
る
こ
と
に
つ
と
め
、
諸
侯
は
皆
、
湯
王
に
服
従

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
、
湯
工
は
遂
に
兵
を
率
い
て
夏
工
の

梨
王
を
伐
っ
た
。
奨
玉
は
敗
れ
て
梅
９
　
〔
山
西
省
〕
に
逃
れ
、
遂

に
は
放
逐
さ
れ
て
死
亡
し
た
。
梨
王
は
死
に
際
し
て
あ
る
人
に
、

「
湯
を
夏
台
　
〔
の
獄
〕
　
に
入
れ
た
時
に
殺
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、

自
分
が
死
ぬ
よ
う
な
結
果
に
至
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
湯
王
は
天
子
の
位
に
つ
き
、
夏
に
代

わ
っ
て
天
下
を
支
配
し
た
。

　
こ
こ
で
は
「
徳
」
を
修
め
よ
う
と
つ
と
め
な
か
っ
た
た
め
に
、

梨
王
は
打
倒
さ
れ
、
「
徳
」
を
修
め
る
こ
と
に
っ
と
め
た
た
め
に
、

１
　
王
は
天
下
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
『
史
記
』

夏
本
紀
に
お
い
て
は
、
「
徳
」
を
天
下
を
失
う
か
得
る
か
の
基
準

軸
に
「
徳
」
を
設
定
し
て
、
夏
の
滅
亡
と
殷
の
興
隆
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
焼
王
で
夏
王
朝
は
滅
亡
す
る
か
ら
、
湯
王
の
開
い
た
殷
王
朝
の

歴
史
を
描
く
『
史
記
』
殷
本
紀
に
も
、
焼
王
の
滅
亡
に
関
す
る
記

述
か
お
る
。

恋
　
『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀

　
　
当
是
跡
、
夏
梨
為
虐
政
淫
荒
、
而
諸
侯
昆
吾
氏
為
乱
。
湯
乃

　
　
興
師
率
諸
侯
、
伊
尹
従
湯
、
湯
自
把
錐
以
伐
昆
吾
、
遂
伐
梨
。

　
　
湯
田
、
格
女
衆
庶
、
来
、
女
悉
聴
朕
言
。
匪
合
小
子
敢
行
挙

　
　
乱
、
有
夏
多
罪
、
予
組
聞
女
衆
言
、
夏
氏
有
罪
。
予
畏
上
帝
、

　
　
不
敢
不
正
。
今
夏
多
罪
、
天
命
頬
之
。
今
女
有
望
、
女
日
、

　
　
我
君
不
愉
我
衆
、
舎
我
嗇
事
而
割
政
。
女
其
曰
、
有
罪
、
其

　
　
奈
何
。
夏
王
率
止
衆
力
、
率
奪
夏
国
。
有
衆
率
怠
不
和
、
日
、

　
　
是
目
何
時
喪
。
予
典
女
皆
亡
。
夏
徳
若
茲
、
今
朕
必
往
。
爾

　
　
尚
及
予
一
人
致
天
之
罰
、
予
其
大
理
女
。
女
母
不
信
、
朕
不
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食
言
。
女
不
従
言
言
、
予
則
帑
修
女
、
無
有
仮
赦
。
以
告
令

　
　
師
、
作
湯
誓
。
於
是
湯
日
、
苔
甚
武
、
琥
目
武
工
。
梨
敗
於

　
　
有
城
之
墟
、
梨
揖
於
鴨
条
、
夏
師
敗
績
。
湯
遂
伐
三
製
、
俘

　
　
販
宝
玉
、
義
伯
、
仲
伯
作
典
宝
。
湯
既
勝
夏
、
欲
遷
其
社
、

　
　
不
可
、
作
夏
社
。
伊
尹
報
、
於
是
諸
侯
畢
服
、
湯
乃
践
天
子

　
　
位
、
平
定
海
内
。

　
こ
の
時
に
夏
の
梨
玉
は
、
残
虐
な
政
治
を
行
い
、
淫
荒
〔
酒
色

に
ふ
け
っ
て
す
さ
む
〕
だ
っ
た
の
で
、
諸
侯
の
昆
苔
氏
は
反
乱
を

起
こ
し
た
。
湯
王
は
軍
を
興
し
て
諸
侯
を
率
い
、
伊
尹
（
い
い
ん
）

〔
湯
王
の
重
臣
で
一
時
は
夏
の
梁
工
に
も
仕
え
て
い
た
人
物
〕
も

湯
王
に
従
っ
た
。
湯
王
は
自
ら
賊
〔
武
器
、
指
揮
権
〕
を
取
り
、

昆
苔
氏
を
伐
ち
、
遂
に
架
玉
を
も
伐
と
う
と
し
た
。

　
湯
王
は
、
「
格
（
き
た
）
れ
、
汝
ら
衆
庶
〔
あ
な
た
が
た
〕
よ
、

来
っ
て
朕
が
言
を
聴
け
。
合
（
わ
れ
）
小
子
（
し
ょ
う
し
）
〔
合
小

子
で
自
分
の
こ
と
・
私
〕
は
、
あ
え
て
〔
梨
工
を
伐
つ
と
い
う
〕

乱
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
夏
に
は
罪
が
多
く
、
私

は
汝
ら
が
夏
氏
の
有
罪
を
い
い
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

私
は
上
帝
〔
天
上
の
神
・
天
帝
〕
を
尊
敬
し
て
い
る
の
で
、
〔
天

帝
の
意
向
に
従
っ
て
〕
あ
え
て
正
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

今
、
夏
氏
に
は
罪
が
多
く
、
天
は
こ
れ
〔
柴
玉
〕
を
涵
（
こ
ろ
）

せ
と
〔
私
に
〕
命
じ
て
い
る
の
だ
。
今
、
汝
有
衆
〔
あ
な
た
が

た
〕
よ
、
汝
ら
は
『
我
が
君
〔
築
王
〕
は
私
た
ち
を
救
わ
ず
、
収

穫
を
捨
て
さ
せ
酷
い
政
治
を
行
な
っ
て
い
る
』
と
い
う
。
汝
ら
は

『
〔
夏
の
梨
工
は
〕
有
罪
な
の
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
』
と
も

い
う
。
〔
こ
う
し
た
声
か
お
る
の
に
〕
夏
王
〔
梨
〕
は
〔
臣
下
を
〕

率
い
て
人
々
の
〔
本
来
持
っ
て
い
る
〕
力
を
止
め
、
夏
の
国
〔
の

人
々
〕
か
ら
奪
い
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
匝
下
も
怠
り
、
〔
巣
王

に
〕
和
合
し
な
い
で
、
『
こ
の
太
陽
〔
の
よ
う
な
梨
王
〕
は
い
つ

衰
え
る
の
か
、
〔
衰
え
る
の
で
あ
れ
ば
〕
自
分
も
汝
ら
〔
支
配
下

の
人
々
〕
も
す
べ
て
亡
び
て
も
よ
い
』
と
い
っ
て
い
る
。
夏
の
徳

〔
の
状
態
〕
は
こ
の
よ
う
な
の
で
、
今
、
朕
は
必
ず
往
か
ね
ば
な

ら
な
い
〔
往
っ
て
築
工
を
討
伐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
。
爾

（
な
ん
じ
）
〔
汝
〕
ら
、
尚
（
ね
が
）
〔
願
〕
わ
く
ば
、
私
と
と
も
に

天
の
罰
を
【
梨
王
に
】
あ
た
え
て
ほ
し
い
。
私
は
汝
ら
に
大
い
に

〔
褒
賞
を
〕
あ
た
え
よ
う
。
汝
ら
、
信
ぜ
ざ
る
こ
と
な
か
れ
。
朕

は
い
っ
た
こ
と
は
必
ず
守
る
。
汝
ら
が
〔
以
上
の
朕
の
〕
誓
言
に

従
わ
な
け
れ
ば
、
朕
は
汝
ら
の
子
孫
ま
で
も
殺
害
し
て
、
許
す
こ

と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
軍
団

に
布
告
し
た
の
が
、
「
湯
誓
Ｉ
う
せ
い
」
」
〔
と
い
う
書
〕
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
湯
王
は
、
「
自
分
は
非
常
に
武
で
あ
る
　
〔
武
に
優
れ
て

い
る
〕
」
と
い
い
、
武
工
と
号
し
た
。

　
梨
王
は
有
城
氏
の
旧
墟
に
敗
北
し
、
梨
工
は
侑
条
〔
山
西
省
〕
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に
〔
追
わ
れ
〕
ひ
し
め
き
、
夏
の
軍
勢
は
完
全
に
破
れ
さ
っ
た
。

　
湯
王
は
三
回
〔
山
東
省
〕
ま
で
〔
梨
工
を
〕
追
撃
し
て
、
〔
傑

工
の
持
っ
て
い
た
〕
　
宝
玉
を
奪
い
取
っ
た
。
〔
そ
の
宝
玉
に
つ
い

て
、
湯
工
の
臣
下
の
〕
義
伯
と
仲
伯
は
、
「
典
宝
」
【
と
い
う
書
】

を
作
っ
た
。

　
湯
王
は
す
で
に
夏
に
勝
っ
た
の
で
、
夏
の
社
を
〔
自
分
の
本
拠

地
で
あ
る
商
の
地
に
〕
遷
そ
う
と
し
た
が
、
〔
遷
す
こ
と
を
〕
不

可
な
り
と
し
て
、
「
夏
社
」
〔
と
い
う
書
一
を
作
っ
た
。

　
伊
尹
は
、
〔
湯
王
の
夏
に
対
す
る
勝
利
を
天
下
に
〕
報
じ
た
。

こ
こ
に
諸
侯
は
す
べ
て
湯
王
に
服
属
し
た
。
〔
１
　
王
は
〕
　
す
な
わ

ち
天
子
の
位
を
践
（
ふ
）
み
〔
即
位
し
〕
、
海
内
〔
天
下
〕
を
平
定

し
た
。

　
以
上
が
大
意
で
あ
る
が
、
基
宇
土
は
「
残
虐
な
政
治
を
行
い
、
酒

色
に
ふ
け
っ
て
す
さ
ん
で
」
お
り
、
そ
れ
が
「
有
罪
」
で
あ
っ
て

こ
う
し
た
こ
と
が
「
夏
の
徳
〔
の
状
態
〕
は
こ
の
よ
う
な
の
で
」

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
中
も
恋
も
、
「
徳
」
が
基
準
と
し
て
、

夏
王
朝
の
梨
工
の
滅
亡
と
殷
王
朝
の
湯
王
の
興
起
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
中
に
も
梨
王
の
相
手
の
末
喜
の
名
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
閣

に
も
末
喜
の
名
は
な
い
。
本
紀
の
本
文
の
限
り
で
は
、
築
王
と
末

喜
の
関
係
は
、
わ
ず
か
に
②
に
「
淫
荒
」
と
の
み
記
さ
れ
る
部

分
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
梨
工
と
末
喜
の
物
語
は

『
史
記
』
で
は
、
列
伝
の
部
分
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
し

ば
ら
く
後
に
ま
わ
し
て
、
次
に
紺
王
と
姐
己
を
『
史
記
』
に
見
よ

三
　
本
紀
の
討
王
と
姐
己

　
紺
王
と
姐
己
が
『
史
記
』
の
本
紀
の
本
文
に
み
え
る
の
は
、

ぼ
・
圈
の
二
条
で
あ
る
。

ぼ
　
『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀

　
　
帝
紺
資
弁
捷
疾
、
聞
見
甚
敏
。
材
力
過
人
、
手
格
猛
獣
。
知

　
　
足
以
距
諌
、
言
足
以
飾
非
。
衿
人
臣
以
能
、
高
天
下
以
声
、

　
　
以
為
皆
出
己
之
下
。
好
酒
淫
楽
、
娶
於
婦
人
。
愛
綴
己
、
綴

　
　
己
之
言
是
従
。
於
是
使
師
洞
作
新
淫
声
、
北
里
之
舞
、
扉
耶

　
　
之
楽
。
厚
賦
税
、
以
実
鹿
合
之
銭
、
而
盈
拒
橋
之
粟
。
益
収

　
　
狗
馬
奇
物
、
充
例
宮
室
。
益
廣
沙
丘
苑
台
、
多
取
野
獣
輩
鳥

　
　
置
其
中
。
慢
於
鬼
神
。
大
最
楽
戯
於
沙
丘
、
以
酒
為
池
、
斜

　
　
肉
為
林
、
使
男
女
慄
、
相
逐
其
開
、
為
長
夜
之
飲
。

　
大
意
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
帝
討
の
資
質
は
弁
舌
に
す
ぐ
れ
た

上
に
機
敏
で
あ
り
、
聞
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と
に
は
な
は
だ
敏

で
あ
っ
た
。
能
力
も
力
も
人
並
み
は
ず
れ
て
す
ぐ
れ
、
素
手
で
猛
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獣
を
た
お
す
こ
と
も
で
き
た
。
知
は
匝
下
の
諌
言
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
ほ
ど
で
あ
り
、
言
は
自
分
の
非
で
さ
え
飾
り
た
て
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
匝
下
に
は
自
分
の
能
力
を
ほ
こ
り
、
自
分
の
名
声
は

天
下
に
高
い
と
し
、
人
々
は
す
べ
て
自
分
よ
り
も
下
位
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
。
酒
を
好
み
淫
を
楽
し
み
、
女
性
が
と
く
に
好
き
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
こ
と
に
姐
己
を
愛
し
、
姐
己
の
言
で
あ
れ
ば

す
べ
て
に
従
っ
た
。

　
〔
音
楽
〕
師
の
滑
（
け
ん
）
に
新
た
に
、
み
だ
ら
な
歌
謡
の

「
北
里
の
舞
」
・
「
㈲
扉
の
楽
」
を
作
ら
せ
た
。
賦
税
を
重
く
し
て
、

鹿
合
（
ろ
く
だ
い
）
〔
財
宝
を
し
ま
う
場
所
〕
に
金
銭
を
み
た
し
、

拒
橋
（
き
ょ
き
ょ
う
）
〔
と
い
う
名
の
倉
庫
〕
に
粟
〔
穀
物
〕
を
み

た
し
、
ま
す
ま
す
狗
〔
犬
〕
や
馬
や
珍
奇
な
物
を
集
め
て
宮
室
に

み
た
し
た
。

　
沙
丘
（
さ
き
ゅ
う
）
〔
と
い
う
名
の
離
宮
〕
の
苑
〔
園
〕
と
高
台

を
拡
張
し
、
野
獣
や
飛
鳥
を
そ
の
中
に
い
れ
た
。
鬼
神
を
あ
な
ど

り
〔
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
〕
、
大
勢
を
砂
丘
離
宮
に
集
め
戯
れ
て

楽
し
ん
だ
。
酒
を
入
れ
た
池
を
作
り
、
肉
を
か
け
た
林
を
作
り
、

男
女
を
裸
に
し
て
互
い
に
追
い
か
け
さ
せ
、
昼
夜
の
別
な
く
長
い

酒
宴
を
お
こ
な
っ
た
。

㈲
　
『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀

　
　
付
言
淫
乱
不
止
。
微
子
数
諌
不
聴
、
乃
興
大
師
・
少
師
謀
、

　
　
遂
去
。
比
千
日
、
為
人
巨
者
、
不
得
不
以
死
争
、
廼
強
諌
付
。

　
　
付
怒
日
、
苔
聞
聖
人
心
有
七
験
、
剖
比
干
、
観
其
心
。
箕
千

　
　
惶
、
乃
詳
狂
為
奴
、
付
又
囚
之
。
殷
之
大
師
・
少
師
乃
持
其

　
　
祭
楽
器
奔
周
。
周
武
工
於
是
遂
率
諸
侯
伐
付
。
付
亦
発
兵
距

　
　
之
牧
野
。
甲
子
日
、
付
兵
敗
。
付
走
入
、
登
鹿
台
、
衣
其
宝

　
　
玉
衣
、
赴
火
而
死
。
周
武
王
遂
斬
紺
頭
、
脈
之
大
白
旗
。
殺

　
　
姐
己
、
釈
箕
子
之
囚
、
封
比
千
之
墓
、
表
商
容
之
閻
。
封
紺

　
　
千
武
庚
禄
父
、
以
続
殷
祀
、
令
修
行
盤
庚
之
政
。
殷
民
大
説
。

　
　
於
是
周
武
王
為
天
子
。

　
付
工
の
淫
乱
は
い
よ
い
よ
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
微
千
（
び
し
）

〔
付
工
の
異
母
兄
〕
　
は
し
ば
し
ば
諌
言
し
た
が
、
聴
き
い
れ
ら
れ

ず
、
そ
こ
で
大
師
〔
「
楽
」
を
掌
る
長
官
】
・
少
師
〔
次
官
〕
と

謀
っ
て
、
つ
い
に
〔
殷
を
〕
去
っ
た
。
比
干
（
ひ
か
ん
）
〔
付
工
の

父
の
弟
〕
は
、
「
臣
下
た
る
者
、
死
を
も
っ
て
し
て
も
〔
諌
め
て

君
主
と
〕
争
う
べ
き
だ
」
と
い
い
、
強
く
付
工
を
諌
め
た
。
付
工

は
怒
っ
て
、
「
〔
比
干
の
よ
う
な
〕
聖
人
の
心
に
は
七
つ
の
穴
が
あ

る
と
聞
く
」
と
い
う
と
、
比
干
を
解
剖
し
て
、
そ
の
心
を
観
た
。

箕
子
（
き
し
）
は
、
〔
付
工
が
比
干
を
殺
し
た
こ
と
を
〕
お
そ
れ
、

い
つ
わ
っ
て
狂
を
よ
そ
お
い
奴
隷
身
分
と
な
っ
た
が
、
付
王
は
箕

子
を
と
ら
え
て
囚
人
と
し
た
。
殷
の
大
師
と
少
師
は
、
〔
殷
の
〕

祭
り
用
の
楽
器
を
持
っ
て
、
周
に
逃
げ
こ
ん
だ
。
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周
の
武
王
は
つ
い
に
諸
侯
を
率
い
て
討
工
を
伐
っ
た
。
緋
。
工
も

ま
た
軍
勢
を
発
し
て
牧
野
（
ぼ
く
や
）
〔
河
南
省
〕
に
〔
武
王
の
軍

を
〕
防
ご
う
と
し
た
。
甲
子
（
か
っ
し
）
の
日
に
紺
王
の
軍
は
敗

れ
た
。
討
王
は
鹿
台
〔
宮
中
の
財
宝
の
保
管
場
所
〕
に
逃
げ
込
み
、

宝
玉
の
衣
を
着
て
、
火
中
に
飛
び
込
み
自
殺
し
た
。

　
周
の
武
工
は
、
付
工
の
頭
を
斬
り
取
り
、
大
き
な
白
旗
に
か
か

げ
た
。
姐
己
を
殺
し
、
囚
人
と
な
っ
て
い
た
箕
子
を
釈
放
し
、
比

‐
を
き
ち
ん
と
墓
に
お
さ
め
、
商
容
（
し
ょ
う
よ
う
）
〔
賢
者
と
し

て
討
王
を
補
佐
し
、
人
々
に
慕
わ
れ
た
が
、
討
王
に
よ
り
罷
免
さ

れ
た
人
物
〕
の
住
ん
で
い
た
家
の
門
に
〔
そ
の
善
行
を
ほ
め
た
た

え
る
〕
表
を
か
か
げ
た
。
紺
王
の
子
の
武
庚
禄
父
（
ぶ
こ
う
ろ
く

ほ
）
を
封
じ
て
、
殷
の
祀
（
ま
っ
り
）
を
続
け
さ
せ
、
〔
殷
の
中
興

の
祖
の
〕
盤
庚
（
ば
ん
こ
う
）
の
政
（
ま
っ
り
ご
と
）
を
お
こ
な
わ

せ
た
の
で
、
殷
の
人
々
は
大
い
に
よ
ろ
こ
ん
だ
。
こ
こ
に
周
の
武

工
は
天
子
と
な
っ
た
。

　
紺
工
の
坦
己
は
、
梁
王
の
末
喜
と
異
な
り
、
本
紀
に
人
名
は
明

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
③
の
姐
己
は
、
「
愛
胆
己
」
、
「
旭
己

之
言
是
従
」
と
だ
け
で
あ
り
、
㈲
も
「
殺
姐
己
」
と
い
う
だ
け

で
、
具
体
性
を
ま
っ
た
く
欠
い
た
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
姐
己
も

末
喜
と
同
様
に
本
紀
以
外
で
は
列
伝
の
部
分
に
で
て
く
る
が
、
後

に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
幽
工
と
褒
娠
を
見
よ
う
。

　
　
　
四
　
本
紀
の
幽
王
と
褒
帽

　
幽
正
と
褒
似
は
、
『
史
記
』
の
周
本
紀
に
は
、
幽
王
三
年
条
に

ま
と
ま
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
記
述
で
は
あ
る
が
、
長
文

な
の
で
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
に
段
落
を
分
け
て
示
し
た
い
。

㈲
　
『
史
記
』
巻
三
・
周
本
紀
・
幽
工
三
年
条

　
三
年
、

　
　
Ａ
　
幽
王
娶
受
褒
似
。
褒
似
生
子
伯
服
、
幽
工
欲
廃
太
子
。

　
　
　
太
子
母
中
侯
女
、
而
為
后
。
後
幽
王
得
褒
似
、
愛
之
、
欲

　
　
　
廃
申
后
、
井
去
太
子
宜
臼
、
以
褒
似
為
后
、
以
伯
服
為
太

　
　
　
子
。

　
　
Ｂ
　
周
太
史
伯
陽
読
史
記
曰
、
周
亡
矣
。
昔
自
夏
后
氏
之
衰

　
　
　
也
、
有
二
神
龍
止
於
夏
帝
庭
面
百
曰
、
余
、
褒
之
二
君
。

　
　
　
夏
帝
ト
殺
之
典
去
之
㈲
止
之
、
莫
吉
。
ト
請
其
能
而
蔵
之
、

　
　
　
乃
吉
。
於
１
　
布
幣
而
策
告
之
、
龍
亡
而
接
在
、
槙
而
去
之
。

　
　
　
夏
亡
、
伝
此
器
殷
。
殷
亡
、
又
伝
此
器
周
。
比
三
代
、
莫

　
　
　
敢
発
之
、
至
囲
王
之
末
、
発
而
観
之
。
能
流
干
庭
、
不
可

　
　
　
除
。
囲
正
使
婦
人
裸
而
課
之
。
１
　
化
為
玄
窓
、
以
人
工
後

　
　
　
宮
。
後
宮
之
童
妾
既
肱
而
遭
之
、
既
算
而
孕
、
無
夫
而
生

　
　
　
子
、
催
而
棄
之
。
宣
王
之
時
童
女
謡
日
、
槃
弧
箕
服
、
実
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亡
周
国
。
於
是
宣
王
聞
之
、
有
夫
婦
売
是
器
者
、
宣
王
使

　
　
　
執
而
戮
之
。
逃
於
道
、
而
見
郷
者
後
宮
童
妾
所
棄
妖
子
、

　
　
　
出
於
路
者
、
聞
其
夜
啼
、
哀
而
収
之
、
夫
婦
遂
亡
、
緯
於

　
　
　
褒
。
褒
人
有
罪
、
請
入
童
妾
所
棄
女
子
者
於
王
以
頃
罪
。

　
　
　
棄
女
子
出
於
褒
、
是
為
褒
似
。
当
幽
作
土
三
年
、
王
之
後
宮

　
　
　
見
而
愛
之
、
生
子
伯
服
、
竟
廃
申
后
及
太
子
、
以
褒
似
為

　
　
　
后
、
伯
服
為
太
子
。
太
史
伯
陽
曰
、
禍
成
矣
、
無
可
奈
何
。

　
　
Ｃ
　
褒
似
不
好
笑
、
幽
工
欲
其
笑
、
万
方
、
故
不
笑
。
幽
王

　
　
　
為
偉
燧
・
大
鼓
、
有
寇
至
則
挙
蜂
火
。
諸
侯
悉
至
、
至
而

　
　
　
無
寇
。
褒
似
乃
大
笑
、
幽
王
説
之
、
為
数
挙
偉
火
。
其
後

　
　
　
不
信
、
諸
侯
益
亦
不
至
。

　
　
Ｄ
　
幽
王
以
琥
石
父
為
卿
、
用
事
、
国
人
皆
怨
。
石
父
為
入

　
　
　
佞
巧
善
談
好
利
。
工
用
之
、
又
廃
中
后
、
去
太
子
也
。
中

　
　
　
侯
怒
、
興
給
・
西
夷
・
犬
戎
攻
幽
ｙ
エ
。
幽
工
挙
煙
火
徴
兵
、

　
　
　
兵
莫
至
。
遂
殺
幽
工
朧
山
下
、
虜
褒
似
、
霊
取
周
路
而
去
。

　
　
　
於
是
諸
侯
乃
即
申
侯
而
共
立
故
幽
王
太
子
宜
臼
、
是
為
平

　
　
　
子
、
以
奉
周
祀
。

　
Ｂ
は
褒
似
に
関
す
る
一
種
の
怪
異
譚
で
、
司
馬
遷
が
こ
の
怪
異

譚
を
本
紀
に
採
用
し
た
こ
と
自
体
、
問
題
を
は
ら
か
も
の
で
あ
る
。

こ
の
怪
異
譚
の
大
意
と
考
察
は
後
に
ま
わ
し
、
Ｂ
以
外
の
大
意
を

記
し
て
お
こ
う
。

　
Ａ
　
幽
王
は
褒
似
を
こ
と
に
愛
し
た
。
褒
似
は
子
の
伯
服
を
生

ん
だ
の
で
、
幽
工
は
そ
れ
ま
で
の
太
子
を
廃
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
太
子
の
母
は
中
侯
の
娘
で
あ
り
、
皇
后

に
な
っ
て
い
た
。
後
に
幽
工
は
褒
似
を
得
、
褒
似
の
み
を
愛
し
、

申
皇
后
を
廃
し
太
子
百
日
（
ぎ
き
ゅ
う
）
を
追
放
し
て
、
褒
似
を

皇
后
と
し
伯
服
を
太
子
と
し
た
。

　
Ｃ
　
褒
似
は
笑
う
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
が
、
幽
王
は
そ
の
笑

顔
を
欲
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
手
を
尽
く
し
た
。
し
か
し
、
こ
と
さ

ら
褒
似
は
笑
わ
な
か
っ
た
。
幽
工
は
蜂
火
と
太
鼓
を
設
置
し
て
、

敵
が
侵
入
し
て
く
る
と
球
火
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
〔
偉

火
を
あ
げ
た
の
で
〕
諸
侯
は
す
べ
て
集
合
し
た
が
、
敵
の
侵
入
は

な
か
っ
た
。
〔
諸
侯
が
あ
わ
て
て
集
合
す
る
様
子
を
見
て
〕
　
褒
似

は
笑
っ
た
の
で
、
幽
王
は
大
喜
び
で
し
ば
し
ば
偉
火
を
あ
げ
さ
せ

た
。
し
だ
い
に
【
蜂
火
の
合
図
は
】
信
用
さ
れ
な
く
な
り
、
諸
侯

も
ま
す
ま
す
集
合
し
な
く
な
っ
た
。

　
Ｄ
　
幽
王
は
琥
石
父
（
か
く
せ
き
は
）
を
卿
と
し
て
政
事
を
行

な
わ
せ
た
も
の
の
、
囚
人
【
国
の
人
々
】
は
す
べ
て
彼
を
怨
む
よ

う
に
な
っ
た
。
〔
琥
〕
石
父
の
人
と
な
り
が
佞
（
お
も
ね
）
り
に
巧

み
で
、
談
（
へ
つ
ら
い
）
を
善
と
し
、
利
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
幽
王
は
石
父
を
用
い
て
、
申
皇
后
を
廃
し
太
子
を
追

放
し
た
の
で
あ
る
。
〔
皇
后
と
太
子
の
実
家
に
あ
た
る
〕
　
申
侯
は
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こ
れ
を
怒
り
、
組
（
そ
う
）
〔
国
の
名
〕
　
と
西
夷
と
犬
戎
と
と
も
　
　
㈲

に
、
幽
工
を
攻
撃
し
た
。
幽
王
は
偉
火
を
あ
げ
て
兵
を
招
集
し
た

が
、
〔
偉
火
を
信
用
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
〕
　
丘
（
は
集

ま
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
に
〔
申
侯
ら
は
〕
幽
王
を
脱
山
に
殺
し
、

褒
岡
を
捕
虜
と
し
、
こ
と
ご
と
く
周
の
財
宝
を
奪
っ
て
去
っ
た
。

こ
こ
に
諸
侯
は
申
夙
に
即
（
つ
）
い
て
、
幽
王
の
も
と
の
太
子
宜

臼
を
共
立
し
て
、
平
工
と
し
て
周
の
祀
り
〔
支
配
〕
を
つ
づ
け
さ

せ
た
。

　
以
上
の
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
褒
似
の
記
述
に
は
、
築
工
の
末
喜
や
討

王
の
姐
己
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
具
体
性
か
お
る
。
褒
似

の
怪
異
譚
の
Ｂ
が
な
け
れ
ば
、
褒
似
の
存
在
は
確
実
な
史
実
と
判

断
し
て
差
し
支
え
な
い
。
Ｂ
の
詳
細
は
後
に
ま
わ
す
が
、
Ｂ
で
は

褒
似
の
父
は
「
龍
」
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
褒
似
を
実
在
の
女
性

と
見
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ

と
と
し
て
、
本
紀
以
外
で
の
末
喜
・
姐
己
・
褒
岡
に
つ
い
て
『
史

記
』
の
記
述
を
調
べ
よ
う
。

五
　
本
紀
以
外
の
末
喜
・
姐
己
・
褒
娼

　
次
掲
の
史
料
は
「
外
戚
伝
」
の
冒
頭
部
分
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら

長
文
な
の
で
段
落
分
け
を
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
史
記
』
谷
四
九
・
外
戚
世
家
第
一
九

　
Ａ
　
自
古
受
命
帝
王
及
継
体
守
文
之
君
、
非
独
内
徳
茂
也
、

　
　
蓋
亦
有
外
戚
之
助
焉
。

　
Ｂ
　
夏
之
興
也
以
塗
山
、
而
梁
之
放
也
以
末
喜
。
殷
之
興
也

　
　
以
有
賊
、
討
之
殺
也
娶
坦
己
。
周
之
興
也
以
姜
原
及
大
任
、

　
　
而
幽
王
之
禽
也
淫
於
褒
似
。

　
Ｃ
　
故
易
基
乾
坤
、
詩
始
関
唯
、
書
美
顔
降
、
春
秋
談
不
親

　
　
迎
。
夫
婦
之
際
、
人
道
之
大
倫
也
。
礼
之
用
、
唯
婚
姻
為

　
　
競
競
。
夫
楽
調
而
四
時
和
、
陰
陽
之
変
、
万
物
之
統
血
。

　
　
可
不
慎
興
。
人
能
弘
道
、
無
如
命
何
。
甚
哉
、
妃
匹
之
愛
、

　
　
君
不
能
得
之
於
臣
、
父
不
能
得
之
於
子
、
況
卑
下
乎
。
既

　
　
朧
合
矣
、
或
不
能
成
子
姓
、
能
成
子
姓
矣
、
或
不
能
要
其

　
　
終
、
壹
非
命
也
哉
。

　
Ｄ
　
孔
子
芋
称
命
、
蓋
壮
言
之
也
。
非
通
幽
明
之
変
、
悪
能

　
　
識
乎
性
命
哉
。

　
Ｅ
　
太
史
公
曰
、
秦
以
前
尚
略
矣
、
其
詳
扉
得
而
記
焉
。

　
Ｆ
　
漢
興
、
呂
蛾
妁
為
高
祖
正
后
、
男
為
太
子
。
及
晩
節
色

　
　
衰
愛
弛
、
而
戚
夫
人
有
寵
、
其
子
如
意
幾
代
太
子
者
敏
矣
。

　
　
及
高
祖
崩
、
呂
后
夷
戚
氏
、
洙
趙
王
、
而
高
祖
後
宮
唯
猫

　
　
無
寵
疏
遠
者
得
無
恙
。

Ｅ
ま
で
が
緒
言
す
な
わ
ち
冒
頭
の
言
で
あ
る
。
Ｆ
は
外
戚
伝
の
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本
体
部
分
の
冒
頭
に
あ
た
る
が
、
説
明
の
必
要
上
か
ら
掲
げ
て
お

い
た
。

　
Ａ
　
古
く
か
ら
命
を
受
け
た
帝
工
、
お
よ
び
そ
の
体
（
た
い
）

を
継
ぎ
祖
先
の
法
を
守
り
つ
た
え
た
君
主
は
、
た
ん
に
自
分
が
徳

を
育
て
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
外
戚
の
助
け
が
あ
っ
た
た
め

に
ち
が
い
な
い
。

　
Ｂ
　
夏
王
朝
が
興
隆
し
た
の
は
、
〔
萬
の
后
妃
「
僑
（
き
ょ
う
）
」

の
属
し
た
〕
塗
山
〔
氏
の
助
け
〕
　
に
よ
り
、
築
下
が
放
た
れ
た

〔
権
力
を
失
っ
た
〕
　
の
は
末
喜
の
せ
い
で
あ
る
。
殷
王
朝
が
興
っ

た
の
は
、
〔
始
祖
の
「
契
（
せ
っ
）
」
の
母
「
簡
枕
（
か
ん
て
き
）
」

の
属
し
た
〕
有
城
（
ゆ
う
じ
ゅ
う
）
〔
氏
の
助
力
〕
に
よ
り
、
付
王

が
殺
さ
れ
た
の
は
愛
し
て
い
た
坦
己
の
せ
い
で
あ
る
。
周
工
朝
が

興
っ
た
の
は
、
〔
始
祖
の
「
后
復
（
こ
う
し
ょ
く
）
」
の
母
〕
「
姜
原

（
き
ょ
う
げ
ん
）
」
〔
の
囲
し
た
有
郁
（
ゆ
う
た
い
）
氏
の
援
助
〕
な

ら
び
に
　
〔
文
王
の
母
〕
「
大
任
（
だ
い
じ
ん
）
」
に
よ
り
、
幽
王
が

捕
え
ら
れ
　
〔
殺
さ
れ
て
、
周
が
実
権
を
失
し
〕
　
た
の
は
　
〔
幽
工

が
〕
褒
似
に
淫
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
ゆ
え
に
「
易
経
」
の
基
本
は
、
〔
天
で
あ
り
皇
帝
で
あ
る
〕

乾
（
け
ん
）
と
〔
地
で
あ
り
后
妃
で
あ
る
〕
坤
（
こ
ん
）
で
あ
り
、

「
詩
経
」
は
〔
后
妃
の
徳
を
記
す
〕
「
関
聯
（
か
ん
し
ょ
）
」
篇
に
は

じ
ま
り
、
「
書
経
」
は
「
〔
尭
が
自
分
の
一
一
人
の
娘
を
舜
に
嫁
が
廿

善
良
な
婦
徳
を
お
さ
め
さ
せ
た
と
い
う
〕
談
降
（
り
こ
う
）
」
と
い

う
こ
と
を
褒
め
、
「
春
秋
」
は
「
〔
婿
が
嫁
を
親
し
く
迎
え
る
と
い

う
〕
親
迎
（
し
ん
げ
い
）
」
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
膀
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
夫
婦
の
関
係
と
い
う
の
は
、
人
道
の
大
倫
〔
人
の
人

た
る
道
の
中
心
倫
理
〕
で
あ
る
。
「
礼
」
も
っ
き
つ
め
れ
ば
、
婚

姻
に
つ
い
て
の
戒
め
慎
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
音
楽

に
つ
い
て
も
、
そ
の
調
べ
が
い
つ
も
〔
理
想
の
夫
婦
の
よ
う
に
〕

和
合
し
て
い
る
と
、
〔
１
　
夏
秋
冬
の
〕
　
四
時
も
順
調
に
な
る
の
で

あ
る
。
陰
陽
の
変
化
と
い
う
も
の
は
、
万
物
を
通
じ
て
の
根
本
で

あ
る
。
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
人
の
道
は
広
め
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
「
命
（
め
い
）
〔
天
命
〕
」
だ
け
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
は
な
は
だ
し
い
も
の
の
代
表
が
、
配
偶
者
と
の
愛

で
あ
る
。
君
主
と
い
え
ど
も
そ
の
上
う
な
愛
を
臣
に
求
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
父
と
い
え
と
も
子
に
そ
の
上
う
な
愛
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
〔
君
や
父
の
よ
う
に
力
を
持
っ
て
い
な
い
〕

県
下
の
〔
一
般
の
〕
も
の
に
と
っ
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
。
す
で
に
夫
婦
の
情
受
か
合
っ
て
い
て
も
、
子
孫
を
も
う
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
子
孫
を
も
う
け
ら
れ
て
も
、

そ
の
夫
婦
の
最
後
ま
で
の
善
美
を
貫
け
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
天
命
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　
Ｄ
　
孔
子
が
天
命
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
ま
れ
な
の
は
、
天
命
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は
説
明
し
が
た
い
存
在
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
〔
こ
の
世
の
お
り
と

あ
ら
ゆ
る
存
在
で
あ
る
〕
幽
明
の
変
化
に
通
じ
て
い
な
く
て
は
、

ど
う
し
て
人
性
と
天
命
を
識
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　
Ｅ
　
太
史
公
〔
司
馬
遷
〕
は
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。
泰
〔
の
天

下
統
コ
以
前
の
こ
と
は
は
る
か
に
遠
い
昔
な
の
で
省
略
し
た
。

そ
の
〔
時
代
の
〕
詳
細
は
、
記
し
た
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｆ
　
漢
王
朝
が
興
る
と
、
呂
（
り
ょ
）
〔
氏
の
〕
蛾
妁
（
が
く
）

が
高
祖
〔
劉
邦
〕
の
正
后
と
な
り
、
二
人
の
間
の
男
子
〔
「
盈

（
え
い
）
」
、
後
の
恵
帝
〕
が
太
子
と
な
っ
た
。
晩
年
に
な
る
と

〔
呂
后
の
〕
容
色
が
衰
え
て
愛
も
ゆ
る
ん
で
、
戚
夫
人
を
寵
愛
し
、

夫
人
と
の
開
の
子
の
「
如
意
（
に
ょ
い
）
」
を
何
度
も
代
え
て
太
子

に
し
よ
う
と
し
た
。
高
祖
が
死
去
す
る
や
、
呂
后
は
戚
夫
人
と
そ

の
一
族
を
皆
殺
し
に
し
、
趙
工
〔
如
意
〕
も
誄
殺
し
た
。
こ
う
し

て
高
祖
の
後
宮
関
係
者
で
は
、
高
祖
に
寵
愛
さ
れ
た
者
は
誰
も
い

な
く
な
り
、
疎
遠
な
者
だ
け
が
無
事
に
残
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
Ｆ
は
、
漢
王
朝
が
成
立
し
た
時
の
外
戚
に

つ
い
て
の
伝
で
あ
る
。
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
高
祖
劉
邦

は
寵
妃
戚
夫
人
と
の
男
子
を
太
子
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
㈲
Ａ
に
見
た
幽
王
が
皇
后
申
氏
と
太
子
宜
臼
を
廃

し
て
、
寵
妃
の
褒
似
を
皇
后
と
し
伯
服
を
太
子
と
し
た
記
述
と
、

事
の
成
否
を
別
に
す
れ
ば
、
同
一
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
Ｅ

に
あ
る
よ
う
に
、
太
史
公
司
馬
遷
自
か
ら
が
、
秦
王
朝
よ
り
前
は

古
す
ぎ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が
な
い
の
で
省
略
す
る
と
宣
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
㈲
Ａ
の
中
皇
后
の
廃
后
と
宜
臼
の
廃

太
子
、
つ
ま
り
褒
似
の
皇
后
就
位
と
伯
服
の
立
太
子
は
、
史
実
か

ど
う
か
が
疑
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
褒
似
に
は
㈲
Ｂ
の
よ
う
に
怪

具
譚
が
付
属
す
る
の
で
あ
る
。

　
末
喜
と
姐
己
に
つ
い
て
は
、
本
紀
以
外
の
『
史
記
』
の
本
文
に

み
え
る
の
は
、
上
掲
の
㈲
の
み
で
あ
る
。
次
に
㈲
Ｂ
の
褒
娠
の

怪
異
譚
を
考
え
て
み
た
い
。

六
　
褒
媚
の
怪
異
譚

　
㈲
Ｂ
の
大
意
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
周
の
太
史
〔
記
録
官
・
歴
史
編
纂
官
〕
の
伯
陽
は
、
史
記
二

般
名
詞
で
過
去
の
記
録
類
の
こ
と
〕
　
を
見
て
、
「
周
は
亡
び
る
」

と
予
言
し
た
。
〔
記
録
に
よ
れ
ば
〕
昔
、
夏
王
朝
が
衰
え
か
け
た

こ
ろ
、
二
匹
の
神
龍
が
出
現
し
、
夏
の
宮
廷
に
降
り
て
と
ど
ま
り
、

「
自
分
た
ち
は
褒
の
国
の
二
人
の
君
主
」
で
あ
る
と
告
げ
た
。
夏

の
皇
帝
は
、
龍
を
殺
す
の
か
よ
い
か
、
去
ら
せ
る
の
か
よ
い
か
、

と
ど
ま
ら
せ
る
の
が
よ
い
か
を
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
「
吉

（
き
ち
）
で
は
な
い
」
と
の
占
い
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
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〔
精
気
の
集
合
と
も
い
え
る
龍
の
吐
く
〕
「
偕
（
あ
わ
）
」
を
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
宮
中
に
収
め
て
お
く
の
は
ど
う
か
と
占
わ
せ
る

と
、
「
吉
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
幣
帛
を
重
ね
、
策
〔
文
書
〕
に

記
し
て
〔
龍
に
〕
告
げ
た
と
こ
ろ
、
龍
は
「
簾
」
だ
け
を
残
し
て

姿
を
消
し
た
の
で
、
〔
そ
の
「
簾
」
を
〕
梢
（
は
こ
）
に
入
れ
て
貯

蔵
し
た
。

　
夏
王
朝
が
亡
び
た
と
き
、
こ
の
器
は
殷
王
朝
に
伝
承
さ
れ
、
殷

が
亡
び
る
と
、
周
に
伝
承
さ
れ
た
。
〔
夏
・
殷
・
周
〕
　
の
三
代
の

間
は
、
あ
え
て
こ
の
器
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。
〔
周
が
衰
え
か
け

た
〕
庸
王
〔
第
一
一
代
〕
の
末
に
な
っ
て
、
〔
こ
の
器
を
〕
開
い

て
〔
龍
の
精
気
の
「
偕
」
を
〕
観
よ
う
と
し
た
。
「
簾
」
は
宮
廷

の
庭
に
流
れ
出
し
て
、
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
属
王

は
婦
人
た
ち
を
裸
に
し
て
、
そ
の
「
簾
」
の
ま
わ
り
で
騒
が
せ
た
。

「
偕
」
は
、
玄
感
（
け
ん
け
ん
）
〔
玄
妙
な
ト
カ
ゲ
〕
と
化
し
て
、

庸
王
の
後
宮
に
走
り
こ
ん
だ
。
後
宮
の
歯
の
生
え
皆
か
っ
た
年
齢

〔
七
歳
こ
ろ
以
上
〕
　
の
童
女
は
、
こ
の
玄
砥
と
出
会
っ
た
が
、
や

が
て
昇
（
か
ん
ざ
し
）
を
挿
す
年
齢
〔
一
五
歳
こ
ろ
〕
　
に
な
る
と

受
胎
し
、
夫
が
な
い
ま
ま
で
子
を
生
み
、
そ
の
こ
と
を
傾
れ
て
そ

の
子
を
捨
て
た
。

　
宣
王
〔
第
二
一
代
〕
の
代
に
な
っ
て
、
「
槃
弧
箕
服
（
え
ん
こ
き

ふ
く
）
〔
山
桑
（
や
ま
ぐ
わ
）
の
木
の
弓
と
箕
（
き
）
の
木
で
つ

く
っ
た
矢
を
入
れ
る
道
具
の
服
（
え
び
ら
）
〕
が
周
を
滅
ぼ
す
こ
と

に
な
る
」
と
歌
う
童
女
か
お
り
、
宣
王
が
そ
れ
を
聞
い
た
こ
ろ
、

ち
ょ
う
ど
槃
弧
箕
服
を
売
っ
て
い
る
夫
婦
が
あ
っ
た
。
宣
子
は
こ

の
夫
婦
を
捕
え
て
殺
そ
う
と
し
た
の
で
、
夫
婦
は
逃
げ
出
し
た
。

逃
げ
る
途
中
で
、
さ
き
に
後
宮
の
女
が
捨
て
た
妖
（
あ
や
）
し
い

子
が
路
で
夜
泣
き
を
し
て
い
る
の
を
聞
き
、
か
わ
い
そ
う
な
の
で

そ
の
子
を
連
れ
て
褒
の
国
に
逃
げ
込
ん
だ
。

　
〔
や
が
て
〕
褒
の
子
に
宣
王
に
対
す
る
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
き

に
、
後
宮
の
女
に
捨
て
ら
れ
た
女
子
を
宣
工
に
進
上
し
て
、
罪
を

つ
ぐ
な
う
代
償
に
し
た
。
捨
て
ら
れ
た
女
子
は
、
褒
か
ら
献
上
さ

れ
た
の
で
、
「
褒
似
（
ほ
う
じ
）
」
と
よ
ば
れ
た
。

　
幽
工
〔
第
一
三
代
〕
の
三
年
に
あ
た
っ
て
、
幽
王
は
後
宮
に
行

き
、
褒
似
を
見
て
愛
し
、
子
の
伯
服
が
生
ま
れ
た
。
つ
い
に
〔
幽

王
は
〕
中
皇
后
と
太
子
を
廃
し
て
、
褒
似
を
皇
后
と
し
、
伯
服
を

太
子
と
し
た
。
〔
以
上
の
記
録
を
読
ん
だ
〕
太
史
の
伯
陽
は
、
「
禍

（
わ
ざ
わ
い
）
は
で
き
あ
か
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
も
う
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
以
上
の
褒
似
の
怪
異
譚
の
「
龍
」
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
夏

本
紀
の
「
帝
孔
甲
（
こ
う
こ
う
）
〔
第
一
四
代
皇
帝
〕
」
に
対
応
す

る
記
事
か
お
る
。
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閉
　
『
史
記
』
巻
二
・
夏
本
紀

　
　
帝
孔
甲
立
。
好
方
鬼
神
事
淫
乱
。
夏
后
氏
徳
衰
、
諸
悦
畔
之
。

　
　
天
降
龍
二
。
有
雌
雄
。
孔
甲
不
能
食
。
未
得
篆
龍
氏
。
陶
唐

　
　
既
衰
、
其
後
有
劉
累
、
学
擾
龍
於
篆
龍
氏
、
以
事
孔
甲
。
孔

　
　
甲
賜
之
姓
、
日
御
龍
氏
、
受
家
諒
之
後
。
龍
一
雌
死
、
以
食

　
　
夏
后
。
夏
后
使
求
。
傾
而
遷
去
。
孔
甲
崩
。

　
帝
孔
甲
が
即
位
し
た
。
鬼
神
に
並
ぼ
う
と
し
〔
自
分
を
わ
き
ま

え
ず
〕
、
淫
乱
で
あ
っ
た
。
〔
有
徳
の
萬
に
は
じ
ま
る
〕
夏
后
氏
の

徳
は
衰
え
、
諸
侯
に
は
背
く
も
の
が
あ
ら
わ
れ
た
。
天
は
雄
と
雌

の
龍
を
降
し
た
が
、
孔
甲
は
養
う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
〔
龍
を

養
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
〕
篆
龍
（
か
ん
り
ょ
う
）
氏
を
探
し
出

す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
〔
聖
帝
尭
の
系
統
で
あ
る
〕
陶
唐
は

す
で
に
没
落
し
て
い
た
が
、
そ
の
子
孫
の
劉
累
（
り
。
う
る
い
）

と
い
う
人
が
、
奈
龍
氏
に
龍
を
飼
い
な
ら
す
方
法
を
学
ん
で
お
り
、

そ
の
人
を
孔
甲
に
仕
え
さ
せ
た
。
孔
甲
は
そ
の
劉
累
に
「
御
龍

（
ぎ
ょ
り
ょ
う
）
氏
」
と
い
う
姓
を
与
え
、
〔
か
つ
て
火
の
神
で
双

龍
に
乗
る
と
い
う
神
話
も
持
つ
祝
融
（
し
ゅ
く
ゆ
う
）
の
子
孫
が

封
じ
ら
れ
た
〕
家
偉
（
し
い
）
の
地
を
授
け
た
。
龍
の
雌
が
死
ん

で
し
ま
い
、
そ
れ
を
夏
后
に
食
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
夏
后
は
さ
ら
に

食
し
た
い
と
要
求
し
た
。
〔
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夏

后
を
〕
傾
れ
て
〔
劉
累
は
〕
そ
の
地
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
や
が

て
孔
甲
は
死
去
し
た
。

　
夏
本
紀
は
第
四
代
の
帝
中
康
に
簡
単
な
記
事
が
付
さ
れ
た
後
は
、

「
中
康
崩
、
子
帝
相
立
。
帝
相
崩
、
子
帝
少
康
立
。
帝
少
康
崩
、

子
帝
予
立
。
帝
予
崩
、
子
帝
槐
立
。
帝
槐
崩
、
子
帝
芒
立
。
帝
芒

崩
、
子
帝
泄
立
。
帝
泄
崩
、
子
帝
不
降
立
。
帝
不
降
崩
、
弟
帝
扁

立
。
帝
扁
崩
、
子
帝
座
立
。
帝
ぼ
崩
、
立
帝
不
降
之
子
孔
甲
。
是

為
帝
孔
甲
。
」
と
い
う
単
に
系
譜
を
羅
列
し
た
に
過
ぎ
な
い
記
事

が
あ
っ
て
、
閉
に
こ
っ
く
。
剛
の
末
尾
に
「
孔
甲
崩
」
ま
で
掲

げ
て
お
い
た
が
、
こ
の
「
孔
甲
崩
」
は
剛
の
「
孔
甲
崩
」
と
同

一
で
あ
る
。
閉
に
直
接
に
剛
が
フ
づ
き
、
ふ
に
つ
い
て
み
た
よ

う
に
、
梁
王
の
時
代
の
記
述
に
な
る
。

　
閉
の
帝
孔
甲
と
龍
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
帝
孔
甲
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
必
然
性
は
な
く
、
本
来
が
㈲
Ｂ
に
「
昔
自
夏
后
氏
之

衰
也
、
有
二
神
龍
止
於
夏
帝
庭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帝
の
名
前
を

特
定
し
な
い
物
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
司
馬
遷
加
帝
孔
甲
の
時
代

に
あ
て
は
め
た
の
は
、
親
子
関
係
で
継
承
さ
れ
て
き
た
帝
位
が
第

二
一
代
の
帝
扁
で
兄
か
ら
弟
へ
の
継
承
と
な
り
、
第
一
三
代
へ
は

父
子
継
承
で
あ
る
も
の
の
、
帝
孔
甲
へ
は
従
兄
弟
へ
の
継
承
で
あ

る
と
い
う
継
承
の
乱
れ
を
「
夏
后
氏
之
衰
」
と
捉
え
た
た
め
に
ち

が
い
な
い
。

　
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
逆
に
、
司
馬
遷
は
、
㈲
Ｂ
の
「
周
太
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史
伯
陽
」
の
言
を
重
視
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
記
事
を
夏
本
紀

の
「
帝
孔
甲
」
の
部
分
に
も
挿
入
し
て
、
「
周
太
史
伯
陽
」
の
言

の
首
尾
を
｝
貫
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
帝
孔
甲
に
天
が
龍
を
降
し
た
と
い
う
物
語
は
、

『
春
秋
左
伝
』
昭
公
一
一
九
年
条
に
、
魏
献
子
と
蔡
墨
の
「
龍
」
の

出
現
に
関
す
る
問
答
か
お
り
、
そ
の
蔡
墨
の
言
に
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
『
春
秋
左
伝
』
昭
公
二
九
年
９
　

　
　
故
帝
舜
氏
世
有
畜
龍
。
及
有
夏
孔
甲
、
擾
千
有
帝
。
帝
賜
之

　
　
乗
龍
、
河
こ

　
　
炎
龍
氏
。
有
陶
唐
氏
既
衰
、
其
後
有
劉
累
、
学
擾
龍
于
篆
龍

　
　
氏
、
以
事
孔
甲
、
能
飲
食
之
。
夏
后
嘉
之
、
賜
氏
日
御
龍
、

　
　
以
更
栄
偉
之
後
。
龍
一
雌
死
、
潜
臨
以
食
夏
后
、
夏
后
饗
之
、

　
　
既
而
使
求
之
。
側
而
遷
于
魯
県
、
茫
氏
其
後
也
。

　
こ
こ
に
掲
げ
た
部
分
の
直
前
に
は
、
篆
龍
氏
の
成
立
事
情
が
語

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
数
の
龍
を
養
育
し
て
帝
舜
に

つ
か
え
た
人
物
が
、
舜
か
ら
姓
日
董
と
い
う
姓
と
奈
龍
と
い
う
氏

を
与
え
ら
れ
、
駿
川
（
そ
う
せ
ん
）
に
封
じ
ら
れ
、
駿
夷
（
そ
う

い
）
氏
は
そ
の
後
で
あ
る
と
あ
る
。
そ
れ
に
ユ
づ
け
て
、
こ
の
部

分
か
出
て
く
る
。

　
帝
舜
の
世
に
は
龍
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
夏
工
朝
に
は
帝
孔
甲
が

あ
り
、
帝
〔
天
帝
の
心
〕
に
よ
く
な
じ
ん
だ
の
で
、
天
帝
は
乗
龍

二
対
の
龍
〕
を
〔
帝
孔
甲
に
〕
賜
か
っ
た
が
、
黄
河
と
漢
水
に

そ
れ
ぞ
れ
二
匹
、
そ
れ
ぞ
れ
雌
と
雄
で
あ
っ
た
。
以
下
は
、
剛

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
司
馬
遷
が
こ
の
図
に
よ
り
、
龍
の
話
を
帝
孔
甲
に
付
属
さ
せ

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
㈲
の
場
合
の
帝
孔
甲
は
天
帝

か
ら
龍
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
徳
を
持
つ
存
在
で
あ
り
、
司
馬
遷
の

描
い
た
閉
の
「
夏
后
氏
徳
衰
、
諸
侯
畔
之
」
と
は
正
反
対
で
あ

る
。
や
は
り
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
周
太
史
伯
陽
」
の
言
に
よ

り
、
そ
れ
を
帝
孔
甲
に
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
Ｂ
の
『
史
記
』
周
本
紀
の
褒
似
の
怪
異
譚
は
、
『
国
語
』
鄭

語
に
も
ほ
ぼ
同
文
か
お
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
龍
の
出
現
に
つ
い

て
は
「
夏
之
衰
也
、
褒
人
之
神
化
為
二
龍
、
以
同
于
工
庭
、
而
言

日
、
余
、
褒
之
二
君
也
」
と
あ
り
、
夏
王
朝
の
衰
退
の
と
き
に
龍

が
出
現
し
た
と
す
る
。
こ
の
点
は
『
史
記
』
と
一
致
す
る
が
、
国

語
は
一
貫
し
て
「
褒
似
」
の
名
を
記
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も

『
国
語
』
は
、
廃
后
と
廃
太
子
を
記
す
部
分
に
、
こ
の
女
性
の
立

后
を
名
を
記
さ
ず
に
記
す
も
の
の
、
こ
の
女
性
の
生
ん
だ
子
の
立

太
子
の
記
事
に
は
「
伯
服
」
と
い
う
名
を
記
す
。

　
『
左
伝
正
義
』
の
昭
公
二
六
年
の
「
正
義
」
を
見
る
と
、
伯
服

は
工
と
な
っ
て
、
平
工
〔
廃
太
子
の
宜
臼
〕
と
併
立
し
た
時
期
が
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二
一
年
に
及
ん
だ
と
あ
る
。
こ
の
説
に
信
用
で
き
る
典
拠
か
お
る

と
す
れ
ば
、
「
伯
服
」
の
名
が
残
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
正
義
」
に
は
、
伯
服
と
並
ん
で
コ
褒
似
」
の
名
が
見
え
る

の
で
、
「
褒
似
」
と
い
う
名
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
』
に
名

が
見
え
な
い
こ
と
を
あ
ま
り
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
褒
似
と
い
う
名
の
「
褒
」
は
国
の
名
、
「
似
」
は
姓
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
夏
本
紀
に
「
太
史
公
日
、
萬
為
似
姓
」

と
あ
る
よ
う
に
、
夏
の
始
祖
の
萬
の
姓
が
「
似
」
で
あ
り
、
「
似
」

姓
の
氏
の
中
に
「
褒
氏
」
か
お
る
。

　
褒
似
の
周
辺
で
の
「
似
」
姓
の
女
性
と
し
て
著
名
な
存
在
は
、

『
史
記
』
巻
三
五
・
管
蔡
世
家
第
五
に
み
え
る
「
太
似
」
で
あ
り
、

彼
女
は
周
の
文
王
〔
西
伯
・
昌
〕
の
后
妃
で
、
周
の
初
代
皇
帝
武

王
の
母
で
あ
る
。
周
王
朝
を
は
し
め
た
武
工
の
母
の
「
太
似
」
と
、

周
の
実
態
が
滅
亡
し
た
幽
工
の
后
が
「
褒
似
」
で
あ
る
の
は
、
偶

然
の
対
応
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
意
図
さ
れ
た
対
応
で
あ
ろ
う
。

「
似
」
が
夏
王
朝
の
姓
で
あ
り
、
「
褒
似
」
の
怪
異
譚
に
夏
王
朝
の

龍
が
登
場
す
る
の
は
、
夏
・
殷
・
周
の
三
代
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の

「
聖
代
」
と
み
な
す
意
識
の
た
め
で
あ
’
ろ
う
。

　
周
王
朝
の
幽
工
の
「
褒
似
」
の
実
在
は
そ
の
怪
異
譚
か
ら
し
て

も
か
な
り
怪
し
い
の
で
あ
る
が
、
殷
王
朝
の
討
王
の
「
姐
己
」
は

さ
ら
に
怪
し
い
。
『
史
記
』
の
殷
本
紀
で
は
、
「
周
武
王
遂
斬
付
頭
、

県
之
大
白
旗
。
殺
姐
己
」
と
、
武
王
は
自
殺
し
た
付
工
の
屍
の
頭

を
は
ね
て
、
そ
れ
を
白
旗
に
か
か
げ
、
坦
己
を
殺
し
た
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
史
記
』
の
周
本
紀
で
は
、
付
工
の
頭
を
と
る
場
面
は
、

「
遂
入
付
死
所
、
武
工
自
射
之
、
三
発
而
後
下
車
。
以
軽
剱
撃
之
、

以
黄
鍼
斬
付
頭
。
懸
大
白
之
旗
」
と
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
が
、

ス
つ
く
記
述
は
「
已
而
至
紺
之
璧
妾
二
女
。
二
女
皆
経
自
殺
。
武

王
又
射
三
発
。
撃
以
剱
、
斬
以
玄
鍼
、
懸
其
頭
小
白
之
旗
」
と
の

み
あ
り
、
姐
己
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
「
二
女
」
と
姐
己
の
関
係
は
、
合
理
的
な
説
明
か
つ
か
な

く
も
な
い
。
す
な
わ
ち
西
伯
昌
〔
文
王
〕
は
言
言
さ
れ
て
付
王
に

よ
り
獄
に
つ
な
が
れ
る
が
、
西
伯
昌
の
家
臣
が
紺
工
に
美
女
・
奇

物
・
善
馬
を
献
上
し
て
釈
放
を
願
い
、
西
伯
昌
は
放
免
さ
れ
た
こ

と
が
、
殷
本
紀
に
も
周
本
紀
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
献
上
さ

れ
た
美
女
と
姐
己
の
合
計
二
人
と
す
れ
ば
、
合
理
的
な
説
明
は
つ

　
し
か
し
、
献
上
さ
れ
た
こ
の
美
女
は
、
周
本
紀
で
は
「
有
華
氏

美
女
」
と
あ
り
、
有
華
（
ゆ
う
し
ん
）
氏
に
属
す
る
。
「
有
華
氏
美

女
」
が
『
史
記
』
に
み
え
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
夏
子
巣

を
打
倒
し
て
殷
王
朝
を
開
い
た
湯
工
の
后
妃
は
「
有
華
氏
」
で
あ

る
。
加
え
て
こ
の
湯
工
の
「
有
華
氏
」
に
は
、
湯
工
の
名
臣
と
し

-
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て
名
高
い
「
伊
尹
（
い
い
ん
）
」
が
料
理
人
と
し
て
付
き
添
い
、
伊

尹
は
そ
こ
か
ら
出
世
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
有
華
氏
の
美
女
は
、

殷
王
朝
の
開
始
と
終
末
に
現
れ
て
対
応
す
る
の
で
あ
り
、
き
わ
め

て
作
為
性
が
強
い
。

　
さ
ら
に
伊
尹
に
つ
い
て
は
、
殷
本
紀
に
夏
王
朝
に
赴
い
て
禁
王

の
巨
下
と
な
っ
た
が
、
梨
玉
を
憎
ん
で
ふ
た
た
び
湯
王
に
仕
え
た

と
あ
る
。
こ
の
開
の
事
情
を
説
明
す
る
材
料
は
『
史
記
』
に
は
な

い
が
、
『
太
平
御
覧
』
巻
百
五
皇
親
部
所
引
『
竹
書
紀
年
』
で

は
、
「
后
禁
伐
訳
山
、
訳
山
女
千
栄
二
人
、
□
碗
、
日
玖
。
梨
受

二
女
、
無
子
、
刻
其
名
千
百
華
之
玉
、
阿
是
碗
、
華
是
蹊
。
而
棄

其
元
妃
干
洛
、
曰
末
１
　
氏
。
末
喜
氏
以
興
伊
尹
交
、
遂
以
間
夏
。
」

と
あ
る
。
築
王
は
訳
山
を
伐
ち
、
訳
山
は
禁
玉
に
二
人
の
女
、
碗

と
い
う
女
と
読
と
い
う
女
を
献
上
し
た
。
梨
王
は
二
人
の
女
を
受

納
し
た
も
の
の
、
千
が
な
か
っ
た
の
で
〔
名
を
残
す
た
め
に
〕
玉

に
名
を
刻
ま
せ
た
。
そ
の
玉
を
「
竹
華
（
ち
ょ
う
か
）
之
玉
」
と

名
づ
け
、
苔
は
碗
の
こ
と
、
華
は
啖
の
こ
と
と
し
た
。
築
玉
は
元

の
妃
の
末
喜
氏
を
洛
水
に
棄
て
た
が
、
末
喜
氏
は
伊
尹
と
交
わ
っ

て
、
遂
に
夏
王
朝
を
交
代
さ
せ
た
、
と
あ
る
。

　
こ
こ
に
引
用
し
た
『
竹
書
紀
年
』
の
梨
玉
と
二
人
の
美
女
は
、

前
に
掲
げ
た
『
史
記
』
周
本
紀
の
紺
工
と
一
一
人
の
美
女
と
の
対
応

関
係
の
存
在
を
疑
わ
せ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
夏
の
禁

工
は
、
殷
の
紺
工
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
暴
虐
な
悪
王

で
王
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
張
本
人
で
あ
る
。
『
史
記
』
の
殷
本
紀
に

は
す
で
に
③
で
見
た
よ
う
に
、
討
工
に
は
人
並
み
は
ず
れ
た
能

力
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
中
に
「
手
格
猛
獣
〔
手
で
猛
獣
と
格
闘

で
き
〕
」
と
あ
っ
た
が
、
『
史
記
』
巻
二
五
・
律
書
第
三
に
は
、

「
夏
業
・
殷
紺
、
手
摺
豺
狼
、
足
追
四
馬
、
勇
非
微
也
。
百
戦
克

勝
、
諸
侯
儡
服
、
権
非
軽
也
」
と
あ
る
。
「
梨
・
討
」
と
並
称
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
の
イ
メ
ー
ジ
は
他
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

喚
起
し
、
次
第
に
共
通
す
る
像
が
成
立
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
繰
り
返
し
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
配
さ

れ
た
女
性
像
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
夏
築
王
・
殷
討
工
・
周
幽
工
の
三
人
に
配
さ
れ
た
末
喜
・
組

己
・
褒
似
に
つ
い
て
、
『
国
語
』
晋
語
に
「
昔
夏
栄
伐
有
施
、
有

施
人
以
妹
１
　
女
焉
。
妹
喜
有
寵
、
於
是
乎
㈲
伊
尹
比
而
亡
夏
。
殷

辛
伐
有
蘇
、
有
蘇
氏
以
姐
己
女
焉
。
姐
己
有
寵
、
於
是
乎
典
膠
扇

比
而
亡
殷
。
周
幽
工
伐
有
褒
、
褒
人
以
褒
似
女
形
。
褒
似
有
寵
、

生
伯
服
、
於
是
乎
回
琥
石
甫
比
、
逐
太
子
宜
臼
而
立
伯
服
。
太
子

出
奔
申
、
申
人
・
都
人
召
西
戎
以
伐
周
、
周
於
是
乎
亡
。
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
末
喜
（
妹
喜
）
・
姐
己
・
褒
似
は
、
滅
亡
さ
せ

ら
れ
た
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
美
女
が
、
男
と
結
ん
で
滅
亡
さ
せ
た

国
を
滅
ぼ
す
と
い
う
同
一
の
囚
果
譚
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
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七
　
ま
と
め
に
か
え
て

　
さ
ら
に
繰
り
返
し
の
大
き
な
問
題
と
し
て
は
、
岡
村
秀
典
氏
が

紹
介
し
て
い
る
陳
夢
家
氏
が
指
摘
し
た
と
い
う
、
『
史
記
』
の
夏

王
朝
の
王
統
譜
と
殷
工
朝
の
王
統
譜
の
半
数
が
酷
似
す
る
問
題
か

お
る
。
『
史
記
』
の
殷
工
朝
の
系
譜
は
、
殷
墟
出
土
の
甲
骨
文
の

王
統
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
殷
王
朝
の
王
統
譜
を

参
考
に
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
形
で
夏
王
朝
の
王
統
譜
が
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
司
馬
遷
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は

問
題
で
は
な
い
。
ま
さ
に
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
の
で
あ
り
、
逆

に
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
な
歴
史
は
、
何
の
意
味
も
そ
こ
に
は
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
古
代
の
歴
史
編
纂
者
は
考
え
た
に
違
い
な

い
の
で
あ
る
。

　
夏
王
梨
は
そ
の
終
末
に
あ
た
り
、
巾
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
自

分
を
殺
す
こ
と
に
な
る
殷
の
１
　
王
を
獄
に
収
容
し
な
が
ら
、
釈
放

し
て
逆
に
自
分
が
打
倒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
殷
王
紺
も
そ
の
終

末
に
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
西
伯
昌
を
獄
に
入
れ
な
が
ら
、
美

女
と
交
換
に
釈
放
し
、
西
伯
昌
の
息
子
武
玉
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ

る
。
　
ま
た
す
で
に
引
用
し
た
③
に
は
、
討
玉
が
「
好
酒
淫
楽
」
で

あ
り
、
「
慢
於
鬼
神
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
討
王
の
曾
祖
父
に

あ
た
る
帝
武
乙
（
ぶ
い
言
は
、
殷
本
紀
に
「
無
道
」
で
あ
り
、

人
形
を
作
っ
て
こ
れ
を
「
天
神
」
と
名
づ
け
、
そ
の
人
形
と
賭
け

事
を
し
て
人
形
が
勝
だ
な
い
の
で
、
天
神
を
侮
辱
し
た
。
ま
た
革

袋
に
血
を
入
れ
て
〔
上
か
ら
つ
る
し
、
下
か
ら
〕
こ
れ
を
討
っ
て

「
射
天
（
し
ゃ
て
ん
）
〔
天
を
射
る
〕
」
と
命
名
し
た
と
あ
る
。
こ
の

革
袋
に
血
を
入
れ
て
こ
れ
を
射
る
と
い
う
「
射
天
」
の
こ
と
は
、

『
史
記
』
巻
三
八
宋
微
子
世
家
の
「
王
報
」
の
と
こ
ろ
に
も
み
え
、

こ
の
「
射
天
」
と
「
淫
於
酒
婦
人
」
と
、
諌
め
る
臣
下
を
た
や
す

く
射
殺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
王
僣
は
「
梁
宋
」
〔
宋
の
築
王
、
梨

王
の
宋
版
〕
と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
。
実
際
に
は
梨
王
は
「
射
天
」

と
は
何
の
関
係
も
な
い
が
、
「
射
天
」
　
の
よ
う
な
こ
と
は
梨
王
に

も
当
然
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　
討
王
の
血
統
を
さ
か
の
ぼ
る
と
「
射
天
」
の
曾
祖
父
の
帝
武
乙

か
お
り
、
武
乙
の
祖
父
の
帝
祖
甲
も
「
淫
乱
」
で
あ
り
殷
が
衰
え

た
と
あ
る
。
梨
工
の
血
統
で
は
、
「
龍
」
に
ま
つ
わ
る
部
分
で
引

用
し
た
閉
に
「
好
方
鬼
神
、
事
淫
乱
」
と
さ
れ
る
帝
孔
甲
が
、

梨
王
の
曾
祖
父
で
あ
る
。
治
世
が
乱
れ
た
り
衰
え
た
り
す
る
原
因

に
「
徳
」
を
修
め
な
い
こ
と
か
お
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
悪
事

を
好
み
、
鬼
神
を
侮
辱
し
、
淫
乱
で
あ
る
形
で
歴
史
に
記
述
さ
れ
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る
。
各
工
朝
を
滅
亡
に
導
い
た
り
、
決
定
的
な
弱
化
を
も
た
ら
し

た
王
は
、
そ
の
代
表
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
不

徳
」
の
物
語
が
集
中
し
て
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
紀
元
前
一
〇
世
紀
か
ら
紀
元
前
六
世
紀
ま
で
の
「
詩
」
を
集
め

た
『
詩
経
』
大
雅
こ
湯
之
什
に
、
「
殷
服
不
遠
、
在
夏
后
之
世
」

〔
殷
の
鑑
は
直
前
の
夏
王
朝
に
あ
る
の
だ
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
古

来
か
ら
現
在
の
問
題
を
過
去
に
投
影
し
て
解
決
の
糸
口
を
発
見
し

た
い
と
い
う
意
識
は
、
人
間
に
普
遍
的
な
意
識
で
あ
り
、
歴
史
を

記
述
す
る
根
本
に
存
在
す
る
意
識
で
あ
る
。
過
去
世
に
あ
っ
た
現

象
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
詮
索
は
、
二
次
的
に

発
生
す
る
意
識
で
あ
り
、
む
し
ろ
歴
史
を
記
述
す
る
意
識
を
批
判

す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
批
判
的
意
識
を
も
っ
て
歴

史
は
記
述
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
歴
史
を
記
述
し
よ
う
、
編
纂

し
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
む
し
ろ
繰
り
返
し
を
是
認
な
い
し
強

調
・
力
説
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
泰
の
始
皇
帝
の
「
焚
書
」
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
豊
富
に
資
料

の
存
在
す
る
古
代
中
国
に
お
い
て
、
司
馬
遷
加
編
纂
し
た
『
史

記
』
に
も
、
繰
り
返
し
に
よ
る
歴
史
記
述
が
存
在
し
、
司
馬
遷
に

限
ら
ず
歴
史
記
述
者
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
繰
り
返
し
こ
そ
が
歴

史
記
述
の
本
旨
で
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
仏
教
導
人
ま
で
ほ
と
ん

ど
文
字
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
導
入
以
降
わ
ず
か

に
残
さ
れ
た
可
能
性
か
お
る
文
字
資
料
も
、
六
ヒ
二
年
の
壬
申
の

乱
で
の
工
朝
交
替
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
継
承
で
き
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
中
で
『
記
』
・
『
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
物

語
は
お
ろ
か
工
名
ま
で
も
が
繰
り
返
し
の
方
法
に
よ
り
「
創
造
」

さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
止
か
を
得
な
い
と
い
え
ば
止
か

を
得
な
い
事
情
で
あ
っ
た
。

注
（
Ｉ
）
　
宮
崎
市
定
『
中
国
史
』
〔
初
出
は
岩
波
全
書
版
、
上
・
一
九
七

　
　
　
七
年
、
下
・
一
九
七
八
年
。
本
稿
は
『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
一

　
　
　
巻
・
一
九
九
三
年
・
岩
波
書
店
に
よ
る
。
〕
八
〇
・
八
一
頁
。

（
２
）
　
『
史
記
』
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
吉
印
賢
抗
『
史
記
』
（
一
九
七

　
　
　
三
年
な
ど
・
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系
）
、
野
口
定
男
『
史

　
　
　
記
』
（
一
九
七
一
年
な
ど
・
平
凡
社
）
、
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫

　
　
　
『
史
記
』
（
一
九
九
五
年
な
ど
・
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
を
参
照
し

　
　
　
た
。

（
３
）
　
水
上
静
夫
『
中
国
古
代
史
の
謎
』
（
一
九
九
四
年
・
時
事
通
信

　
　
　
社
）
二
Ｉ
九
百
は
、
『
詩
経
』
少
雅
・
正
月
篇
に
「
赫
赫
（
か

　
　
　
く
か
く
）
た
る
宗
周
（
そ
う
し
ゅ
う
）
、
褒
似
之
を
滅
ぼ
す
」

　
　
　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
褒
似
は
実
在
す
る
可
能
性
か
お
る
と
い
う

　
　
　
『
詩
経
』
成
立
の
段
階
で
、
褒
似
の
物
語
が
成
立
し
て
い
た
と

　
　
　
は
い
え
て
も
、
実
在
す
る
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
４
）
　
岡
村
秀
典
『
夏
王
朝
－
エ
権
誕
生
の
考
古
学
－
』
（
二

　
　
　
〇
〇
三
年
・
講
談
社
）
七
八
・
ヒ
九
頁
。
た
だ
し
、
伊
藤
道
治
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『
古
代
殷
王
朝
の
謎
』
〔
初
出
一
九
六
七
年
・
角
川
書
店
、
参
照

　
　
　
し
た
の
は
二
〇
〇
二
年
・
講
談
社
学
術
文
庫
版
〕
　
一
〇
〇
頁
以

　
　
　
下
に
よ
れ
ば
、
殷
の
王
統
譜
は
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
よ

　
　
　
う
て
あ
る
。

参
考
文
献

・
宮
崎
市
定
『
史
記
を
語
る
』
（
一
九
九
六
年
・
岩
波
文
庫
）

・
内
藤
湖
南
『
支
那
上
古
史
』
〔
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
一
〇
巻
二

　
九
六
九
年
筑
摩
書
房
）
〕

・
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
（
一
九
九
二
年
・
平
凡
社
東
洋
文
庫
）

・
加
地
伸
行
『
史
記
－
司
馬
追
の
世
界
―
』
（
一
九
Ｌ
八
年
・

　
講
談
社
現
代
新
書
）

・
野
口
定
男
『
史
記
を
読
む
』
（
一
九
八
〇
年
・
研
文
出
版
）

・
池
田
秀
雄
『
史
記
学
五
〇
年
―
日
・
巾
に
「
史
記
」
研
究
の
動
向

　
石
合
－
呂
年
』
（
一
九
九
五
年
・
明
徳
出
版
）

・
伊
藤
徳
男
『
「
史
記
」
と
司
馬
遷
』
二
九
九
六
年
・
山
川
出
版
社
）

・
古
本
道
雅
『
史
記
を
探
る
Ｉ
そ
の
成
り
立
ち
と
中
国
史
学
の
確

　
立
Ｉ
』
（
一
九
九
六
年
・
東
方
書
店
）

・
藤
田
勝
久
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
二
九
九
七
年
・
東
京
大
学

　
出
版
会
）

・
平
勢
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
－
中
國
古
代
紀
年
の
研
究
序

　
章
－
』
（
一
九
九
五
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）

・
平
勢
隆
郎
『
中
国
古
代
の
予
言
書
』
（
二
〇
〇
〇
年
・
講
談
社
現
代

　
新
書
）

・
平
勢
隆
郎
『
「
史
記
」
二
二
〇
〇
年
の
虚
実
－
年
代
矛
盾
の
謎

　
と
隠
さ
れ
た
正
統
観
Ｉ
』
（
二
〇
〇
〇
年
・
講
談
社
）

・
新
田
幸
治
『
司
馬
造
詣
放
』
（
二
〇
〇
〇
年
・
雄
山
間
）

・
伊
藤
徳
男
『
史
記
の
構
成
と
太
史
公
の
声
』
（
二
〇
〇
一
年
・
山
川

　
出
版
）
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